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　春から生活デザイン学科の3年生・4年生5名

が集まり、どんなことをすると、ものづくりの楽

しさを子どもたちに伝えることができるか、意見

交換をすることから始まりました。5月に参加す

る団体との顔合わせが行われ、子どもたちにもの

づくりの楽しさを教えようと工夫したいろいろ

な団体のプログラムを見て、作品をさら工夫して

いくことにしました。

　布に型紙を使って染色をすることで、短時間で

簡単にオリジナリティをだせるコースターを作

ることになり、対象学年が小学1年生から6年生

までと幅が広かったため、試作を繰り返す中で少

しでも危ないと感じた部分は、改善し準備を整え

ていきました。

　当日は、4年生3名がさらに

加わり、受付も担当しながら

講座を開講しました。子ども

たちは個性あふれるかわいら

しい作品を楽しそうに作り上

げていました。ものづくりの

楽しさを感じてもらえる機会

となったと思います。またこ

れをきっかけにしてものづく

りをしている団体同士のつな

がりができ、今後へつながる

取り組みが広がるよう期待し

たいです。

ものづくりチャレンジ大作戦 in まあちへの参加

参加するにあたって

型染のカラフルコースター
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　2018年11月7日(水)堺市民センターにおいて、相

原にぎわい創生プロジェクト主催の第1回「三大学合

同会議」が開催され、「竹あかり」製作のスタートとな

りました。主催する土田さんは、相原のまちの活性化

とともに、法政大学・東京造形大学・東京家政学院大学

の学生の、そして、地域で活動している方たちとの、交

流・つながりを大切にしたいと話をされていました。

　このプロジェクトに参加した生活デザイン学科の学

生4名は、2018年の10月から堺市民センター等での

会議(竹あかりの作り方等)に参加したり、2019年の1

月からは相原中央公園で竹を加工する等に関わりまし

た。当初は、ドリルを使った竹の加工になかなか慣れま

せんでしたが、少しずつ手つきも良くなり、細かな加工

もできるようになりました。

　2019年3月30日(土)18:30からJR相原駅西口広場

で点灯式を行いました。点灯式当日は、小雨が降りまし

たが、主催者の「相原にぎわい創生プロジェクト」の挨拶

から始まり、本学学生の挨拶もあり、制作した竹にあか

りが灯りました。約半年に係る活動の集大成となった点

灯式でした。明かりは、2ヶ月間相原駅を照らしました。

制作は東京家政学院大学・法政

大学・東京造形大学・Mintaka

(多摩美術大学・東京造形大学

有志)・つぼみの家町田ゆめ工

房・特別養護老人ホーム椿・相

原小学校5年生・町田市観光ま

ちづくり課が参加して竹灯篭

や竹提灯を作成しました。

まちだ〇(まる)ごと大作戦「竹あかりの街“あいはら”」
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